
令和７年度 主な行事計画（予定） 
 

5 月 13 日（火） 
まちづくり協議会 総会が開催 
され各議案が承認されました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
今年度のメンバーを紹介します。 
よろしくお願いします！ 

会  長： 鈴木 勝 

副会長： 佐藤 敦男 

副会長： 豊田 敏子 

会 計： 吉田 正彦 

会 計： 鹿瀬島 昌弘 

監 事： 藤武 隆文 

監 事： 柿内 よし子 

事務局長：福永 俊吉 

館 長： 藤澤 花依 

防犯防災部会 

部会長： 山田 豪 

副部会長：佐藤 敦男 

生涯学習部会 

部会長： 大杉 敦彦      

副部会長：吉原 正巳 

健康づくり部会 

部会長 ： 重住 進 

副部会長：阿南 修 

環境美化部会 

部会長 ： 峯松 健 

副部会長：堀尾 勝宏 

保健福祉部会 

部会長 ： 豊田 敏子 

副部会長：宮原 丈子 

総務・広報部会 

部会長 ： 加藤 かおり 

副部会長：藤武 隆文 

 

毎月第二火曜日 役員会開催 

令和7 年度 小石・赤崎校区まち協だよりに寄せて 

小石・赤崎校区まちづくり協議会  

会長  鈴木 勝 

 

私がまち協、また自治会の会長となって６年目となりました。コロナ禍も乗り越え今年度は、

本格的にしっかりとした取り組みをせねばと考えています。 

 当まち協は、赤崎市民センターを拠点に二つの自治会 東中14区、西14 区を中心として 

各学校、校区社会福祉協議会、青少年育成協議会、他、地域内の様々な団体が協力し合って活

動しています。目指すのは、「三世代で笑顔あふれる安全・安心で住みたいまちを!!」です。 

さて、自治会が本格的にまち協に関わったのは、私が自治会活動を始めたころ、25・6年前

と記憶しています。当初は、まち協に参加することで、自治会の存在感が薄れていくのではな

いかと危惧していましたが、今は自治会がまち協の中心としてしっかりしないと目標としてい

るまちづくりができないと考えるようになってきました。最近は、昔と違って地縁、血縁頼り

の地域づくりとはいかないし、色々な団体・世代によっては、それぞれのコミュニティで充分

に事足りていると考える方も増えています。とは言ってもどうしても財政的にも人的にも、自

治会が中心となってのまちづくりの活動と成らざるを得ません。 

昨今の自治会加入率は、全世帯の 50％を切る様な状況です。数年前から自治会への加入促

進の運動もしてきましたが、全く成果は見えません。この状況を受け入れながらも、やはり自

治会の充実は、必要と考えています。今後も諦めずに取り組んでいきたいと思っています。そ

れには皆さま一人ひとりの協力が是非とも必要となります。 

とは言いながら、私はどうしても思いばかりが先行して中々行動に繋がりません。以前、自

治会の会合にて、ある委員から「会長の精神論ばかり聞かせれても何もならない」と耳の痛い

アドバイスをいただきました。その通りだと思いながらも、人間は簡単には変わらないようで

あります。地域への思いは、ずっと持ち続けています。そこで皆様の行動力を一寸だけでも私

に与えていただき、理想とする地域への実現化「三世代で笑顔あふれる安全・安心で住みたい

まちを!!」への協力をよろしくお願いいたします。 

 今年は、市民センターが、福祉センターとして開館してから30年の節目に当たると聞いて

います。その節目に、藤澤花依氏が新館長として赴任してきました。山本前館長に続いて藤澤

館長とも協力しながらセンターの活動にも取り組んで参りますので、皆様のご利用、各講座へ

の御協力もよろしくお願いします。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小石・赤崎
 

小石・赤崎校区まちづくり協議会 

発行責任者 

会長 鈴木 勝 

 

編集責任者 

総務・広報部会 加藤かおり 

北九州市若松区西小石町8-2 

Tel 093-751-1900 

三世代で笑顔あふれる安全・安心で住みたいまちを！！ 

令和７年度 

会報 23号 

令和７年7 月15 日発行 

５月 総会  

まち美化ゴミ0 運動  

６月 あるき ing  

９月 小石ちょうちん山笠  

１０月  敬老祝賀会（東中14 区・西14 区） 

市民センター文化祭  

１１月  三世代ふれあいグラウンドゴルフ大会  

１２月 校区防災訓練  

夜警パトロール  

干し柿と山菜おこわづくり 

しめ縄・門松づくり  

１月  和凧つくり  

２月  安心・安全まち美化ふれあい 

餅つき大会  

 

通年 ふれあい昼食交流会  

こども講座  

赤崎ファーム  

わんぱく広場  
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～みんなが主役～ 
小石・赤崎まちづくり協議会 × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

小石小学校：牛尾直樹校長先生 

全校生徒が140名を切ってしまいました。少人数ならではの良いところを生かして学校運営を進めています。美しい言葉・いい笑顔・しっかり

考えるという姿勢を軸に「こいし流達人」という取り組みを実施中です。この地域の子どもたちは、おおらかでのびのびなのはよいことである反

面、昨今の予測不可能な世の中での成長を心配しています。 

本校には、特別支援学級があります。が現実は、普通学級の中にも支援が必要な子がいます。支援が必要な子どもにも支援が届くように力を入

れていきたいと思います。教師はプロです（いい意味で）。ボランティアではありません。子どものやる気を引き出すことにプロの技を使ってい

きたいと考えています。しかしながら ワークライフバランスの課題もあり難しいですね。 

日本でも、ICT機器（情報通信機器）を利用した教育が推進されてきていますが、ヨーロッパでは紙を使った教育方法に戻しているところもあ

る様子。何が子どもたちに必要になるのか、見極めていきたいです。 

 

。 

 

 

 
★★編集後記★★ 

今回、情報量が多く文字ばかりになりました。ごめんなさい。いろんな機

能を駆使してここまで詰め込みましたが、まだまだ、お伝えしたいこともあ

りました。 

世間では、暗いニュースが多いですねぇ。どうしましょう。 

この、会報誌は仕事から帰っての夜中やお休みの日の時間を利用して作って

いますが、いつも行事が終わった後の写真を見ては、楽しそうな様子を感じ

ています。 

 

土曜日・日曜日は食料品の買い物と庭仕事に追われる季節になりました。 

野菜もやっと手の届くお値段になってきてほっとしています。 

今年は、プランターにブロッコリー（収穫終わりました）やミニトマト、 

ゴーヤを植え付けました。ゴーヤをケチって１株しか植え付けず一つも収穫

できなかったことがあったので、今年は、白ゴーヤと小ぶりのゴーヤ、違う

種類を２種類植え付けました。早くも、ミニトマトの葉っぱが食べられてレ

ース状になってます。負けずに大きくなぁれ。 

ビールのおいしい季節。会議のない日は、玄関開けたら２分でビールがた

まりません。               多謝        Katho 
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向洋中学校区学校運営協議会    令和７年度 第一回  （令和７年５月14 日）  

―学校運営と地域との連携を深めるーを課題として年に３回開催されています。委員構成は、まちづくり協議会役員を含め８名です。 

どんな地域かな？と少し不安を感じながら４月１日に着任しましたが、すでに居心地の良さを感じており

ます。まちづくり協議会をはじめ、センタークラブや講座で来館される方々、学校関係者、センター職

員・・・みなさん温かい！というのが小石・赤崎校区の第一印象です。この地域でどんな楽しいことが待

っているのかわくわくしています。どの地域も少子高齢化が問題となっていますが、無理はせず、できる

人ができることを楽しみながら地域で活動していただきたいと思っています。老若男女問わず、楽しく活

動ができ、明るく居心地のいい場所と感じていただけるセンターを目指します！小石・赤崎校区のみなさ

ま、よろしくお願いいたします！ 

 

先日の総会でも、元気はじけるご挨拶をいただきました！ 

こんにちは  藤澤
ふじさわ

 花依
か え

 館長 

 

各学校の様子 （発言順） 
向洋中学校：山本直人校長先生 

しつこいくらいに「ひとつ上」と言い続けてます。（以前から協議会の中で何度も繰り返されるフレーズで委員もそんな気になってしまいま

す。）「ひとつ上」をみんなで目指すんだよと。 

秋は、行事が多いので体育祭を５月23日に開催しました。その関係で1学期の中間考査をしないことにしました。 

中学校は高校受験の関係で2学期制になる見込みは今のところありませんが、3校ほど実施している学校はあります。2学期の（実質3年生1学

期までの）評価で受験することが、子どもたちにとってどうなのか考えるところです。 

 

 

赤崎小学校：谷口親史校長先生 

本校は、牛尾先生から「特別活動」について一目置いていただき嬉しく思っています。特別活動とは、SDGｓなどの総合的な学習の時間、答え

が一つではない学びのことです。どんな子の意見も認めプリントを10枚させるよりも、いろんな人とのディスカッションを大切にしてほしいと

いう思いからです。3年生での小石ちょうちん祭り、4年生のウェルクラブ活動など恵まれた環境を生かして学校外も巻き込んで、人のことを考

えて活動することを目指してます。 

 

 

地域からの質問①：中学校は部活動についてどうなってますか？ 

現状、部活動について地域展開のお達しが来ていますが、具体的にはガイドラインも出てなく、現場も非常に困っています。区内の中学校と合

同部活として連携するのも、移動はどうするのかなど問題は山積です。 

質問②：小学校2学期制について具体的に教えてください。 

北九州市内全校実施となりました。1学期の課題を2学期でクリアしていくというイメージができてます。 

メリットの一つに、水泳学習の充実があります。消防署とタイアップして水難防止教育を計画中です。 

今年度は、10月11日～15日を秋休みとして前期・後期と別れます。 

 

今回もお伝えしきれないほどの内容でした。次回は11月を予定しています。 

 

 

赤崎市民センターHP 


